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序章 大きくて小さな国際組織NAFSA

NAFSA、 もともとはNationalAssociationofForeignStudentAffairsの 頭文字 をと

った全米国際教育者協会の略称である。1948年 にわずか数人の留学生 ア ドバ イザー を発起

人 として設立 されたNAFSA(ナ フサ)は 、現在50年 以上の歴史 を数 えアメ リカだけで

な く全世界か ら7000人 以上の個人会員 と、2000以 上の大学をは じめ とす る高等教育機 関を

団体会員 として持つ、全米 とい うよりは世界最大の国際教育者組織へ と成長 した。ア メリ

カ合衆 国は、現在世界中の留学生総数の三分の一 を抱 える最大の留学生受入国である。ア

メ リカの高等教育機関が多 くの留学生 を惹 き付 ける理 由は様々あるだろ うが、その教育 シ

ステムの開放性や講義の実用性、あ るいは国際共通語 としての英語の影響力などと並んで

留学生サー ビスの充実は特記す る必要があ るように思 う。各大学でこうした留学生 たちの

受 け入れ態勢 を根幹の ところで支 え、移 民局関係の一部書類処理 ・法的手続 きなどまで担

当 している国際教育のプ ロフェ ッシ ョナル をその主要 メンバー としてNAFSAは 構成 さ

れてい る。

筆者 自身も留学生 として1974年 に渡米、サ ンフランシスコでの ソー シャルワー ク、ハ ワ

イ大学教員 を経て1989年 か らはウエスタンオレゴン州立大学で国際教育部デ ィレクターの

任 に就 き、 このNAFSAの 活動 に関わ るようになった。当時、教員 として講義 を持つ傍

ら、120人 に及ぶ世界各国か らの留学生ア ドバ イザー、ア メ リカ人学生 の留学相談、更に

移 民局認定学校担当者 としての全ての責務 をひ とりで抱えていた筆者に とって、初めて参

加 したNAFSA大 会 は、 まさに 「救われた」 とい う実感 を持つ ほどの知 識や経験 の泉 で

あ り、それだけでな くそこで出会 った人々か らの温かいサ ポー トを感 じることので きる場
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で もあった。NAFSAは 、全 米 を11の リー ジ ョン と呼 ばれ.る地域 に分 け、 日常 の活動 は

この リー ジョンを中心 に行 われてお り、 オレゴン州は、 ワシン トン州、アイダホ州、ア ラ

スカ州等 を包括す る第一 リー ジョン と呼ばれる地域 に属 していた。 これだけの大 きな組織

であ りなが ら、 しっか りと地域に足のつ いた活動 を行 えるとい うの も、 こうした各地の独

自な活動 が全国 レベ ルの活動 と有機的に結びつ くような運営体制が しっか りと組 まれてお

り、又 多 くの ボランティアによる集団 リーダー シップが制度 として保証 されているこ と、

そして それが固定化 され るこ とな くリー ダーの建設的な交代 が毎年行 われているか らであ

ろう。筆者 も1992年 か ら94年 までオレゴン州代表、94年 か ら96年 までは メンバー代表 とな

り、その間に1997年 度 の第 一リー ジ ョンのチェアー(委 員長)に 選 出された。 こ うして リ

ーダー シ ップの一翼 を担 う立場 にたつ こ とによって、NAFSAが いかにすべ ての人に開

かれたオープ ンな組織 であるか とい うことが実感 として理解 で きるようになっていった。

NAFSAは 一人一人の顔が見 えて くるよ うな相互 サ ポー トの面 を見 る と 「小 さな組織」

であ り、国政 レベルでの政策決定 にまで影響 を与えることので きる啓蒙活動 を見 ると 「大

きな組織」 でもある。すべ ての人にオープ ンであ り、小 さな組織 と大 きな組織の利点 を兼

ね備 えた活動がなぜ 可能になったのか というこ とを考 えてみたい、 というのがその頃か ら

の筆者の課題の一つ となった。

1998年 に24年 ぶ りに帰国 し、今度は 日本人学生 を留学 に送 り出す立場 にたって5年 の月

日が経 った。少 しつつ 日本 における国際教育組織 などに も関わる中で、 これ までのアメ リ

カにおけ る自らの体験 をまとめ るこ とによって、一つの組織であ りなが らまるで 「友人」

を呼ぶよ うな感覚 を持 たせ るNAFSAと いうプ ロフェ ッショナル ・グループのこ とを考

えてみ たい と思った。 こ とにその組織運営のあ りか た、 あるいはプロ意識 をもつ国際教育

者の養成 な どの面における豊富な知識 と経験 の蓄積の一端で も紹介 できれば と思 う。実践

論文 ではあるが、そ うい う意味では個 人の実践 とい うよ りは、 自分 自身 もその一部 であっ

たNAFSAの 組織的実践 を中心に した展開 にしたい と考 えている。 まず第一章 では、50

年に及ぶその歴史 を組織 としての発展段階 ごとに まとめ ることか ら始めたい と思 う。第二

章では、NAFSAメ ンバー、あ るいはア メ リカにおけ る国際教育者 とは具体的 には どの

よ うな人たちなのか、そ してNAFSAの 根幹的活動 とも言 うべ き自らの資質 を更 に高め

てい くための 自己教育活動、プ ロフェ ッショナルディベ ロップメン トについて触れてい き

たい。更に第三章では地域 レベ ルでの運営体制や全国 レベル との繋が り、又 リーダー シッ

プの発掘や継承の方法、 リー ジョンにおけ る日常的活動やその集大成 ともい うべ き大会の

企画運営 についても言及 したいと考えてい る。
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第 一 章NAFSA、 そ の50年

第一節NAFSA誕 生

アメ リカ国務省の非公式統計によると、20世 紀初頭1904年 には、すでに全米 で約2700人

の留学生が大学キャンパスで学んでいた とある。又、 この留学生同士の相互交流推進のた

めに留学生友好委員会 とい う組織が、民間の有志によって作 られた という記録 を 「最初 の

50年 、NAFSA通 史」 とい う第50回 記念全 国大会 での展示発 表の冒頭 に見 るこ とがで き

る。1919年 には、国際教育 を語 る上 で抜かす こ とので きないInstituteofInternational

Education(IIE)、 国際教育機構が設立 され る。IIEと いえば、 フルブ ライ ト留学 プログラ

ムの運営機 関 として有名 であ るが、第一次世 界大戦後の世界の中で、真の恒久的な平和 を

追求す る道は国際間の教育交流以外 にあ りえない とい う信念の もとに設立 された。1924年

には、ニュー ヨー クの インターナ ショナル ・ハ ウスがオープンす る。こ うして民間の中で

留学生 を援助す る組織が次々 と活動 を始めることに より、行政側 でも国務省の中に文化交

流課が設置 され国際交流教育推進の動 きが見 られるようになった。

第二次世界大戦が終結す る と、ア メリカへの留学生は急増す るこ とが予想され、1946年

にはシカゴに31人 の留学生 ア ドバ イザーが集 ま り協議会 を持つ ことになった。 これまでは、

こうした会合 はいつ も行政側への協力を要請す るための ものであったのだが、 ここにおい

て、初めて 自らのプロフェッショナル としての相互援助 を目的 とした集 まりが もたれたと

い うことは特筆 すべ きであろう。なぜ な らば、おそ ら くこれがNAFSA組 織化 の 「芽」

となったか らである。 こ うして1948年5月 、アンアーバーで持 たれた高等教育機関留学生

担当者の会合で、NationalAssociationofForeignStudentAdvisers(全 国留学生 ア ド

バ イザー協会) 、通常NAFSAと い う愛称 で親 しまれてい る全米のプ ロフェッショナル組

織が誕生す るのである。 この創立に関わった中心 メンバーの一人であるジョン ・ニー ルは、

50年 通 史の中で 「確かに国際交流の分野では、IIEと い う全 国組織があ り立派な活動 を し

ていました。 しか し、その とき私達 に必要 だったのは、 どこかに中心 を持つ大 きな組織で

はな く、 同 じ仕事 に就 き同 じ悩み を持 ち、 日々国際交流 の"最 前線"で がんば ってい る仲

間同士 の連携 を保証す るよ うな全米的ネ ッ トワー クだ ったのです。」 と語 ってい る。創立

間 もないこの組織は、 中国の内戦 によって経済的生活危機 に陥 った中国人留学生や、兵役

のため学業半ばで帰国を余儀な くされるギ リシャ人学生 の援助活動 を開始す る。 こうした

具体 的な活動の広 まりの 中でNAFSAに 加 入す る大学、高等教育機 関は、創立後 わずか

10ヶ 月で130を 数 えるようになっていった。

1950年 代 にな ると、 それ までば らば らに行 われていた留学生への援助、ア メ リカ人学生

の留学プ ログラム等、人々の受け入れや送 り出 しを一つの有機的 な国際交流教育 として考

える動 きが現 れるようになる。こ うした動 きの中で、NAFSAも ボランテ ィア を含 めた

一131一



アメリカにおける国際教育

国際教育 に関わるすべての人々 を包括す る組織へ と成長 してい くこ とになる。 ここで もう

一つ注 目してお くべ きことは
、行政関係者 を交渉相 手あるいはゲス トとしてではな くその

メンバー として受け入れてい るとい う点であろ う。今 で も、NAFSAの 会合や大会 には

移 民局や政府諸機関のスタ ッフが参加 しているこ とが多い。 もちろん、情報提供 を行 う立

場 で参加 しているケースが圧倒的に多いのだが、 そこにはオープンで互 いに同 じ問題に取

り組んでいる 「同僚」 としての意識が感 じられる。 こうした多分野の国際教育交流に携わ

る人々すべてが、互 いか ら学びあい情報交換 をす る場 として、年一回開かれる大会への参

加者 も年 をお うごとに増えていった。

こ うして急成長 を続け るNAFSAは 、 中央集 中型の従 来の体 制 では全米 に拡大 して い

く組織 の円滑な運営 を行 うことがで きな くな りつつあった。 そうした中で1954年 には、全

国 を9つ の地域 に分 割す るこ とが決定 され た。現在 のNAFSA運 営の原型であ る。 リー

ジ ョンと呼ばれ るこの地域運営組織が 日常的な運営母体 となってい くことによって、一人

一人のメンバー と運営委貝会 との距離が ぐっと縮 まったといえる
。 メンバーの誰 で もが組

織運営 に参加す るこ とができ、 リー ジ ョンで リーダー シップ を取 ったメンバーが任期 を終

えると、ナ ショナル レベルでの運営委員 になって全 国の活動 を見通す立場 になってい くと

い うNAFSAの 大切 な伝統 が ここに確 立 してい く。60年 代前半には国務省か らの財 源 を

確保 しフィール ドサー ビスが開始 され る。 これは、 メンバーのためのワー クショップ開催、

各大学 などにおける研修 ・トレーニングの助成金援助、ア ドミニス トレーターへの大学国

際化 の啓蒙、 そしてそれらの教育活動 を助ける出版 など、組織的 なプロフェッシ ョナルデ

ィベ ロップ メン ト援助活動のことである。単なる相互援助、情報交換 とい う役割だけでな

く、 自らの実務能力 を高め るための 日常活動 を組織 的に保証 してい くとい うNAFSAの

もう一つの大切 な伝統 は、 ここに始 まったといって もいいであろう。

第二 節NAFSAを 支 え る5つ の プ ロフ ェ ッシ ョナル セ クシ ョン

NAFSAと は、前 述 した よ うに 初 め はNationalAssociationofForeignStudent

Advisers(全 米 留 学 生 ア ドバ イザー 協 会)の 頭 文 字 を とっ て呼 び慣 わ さ れ た通 称 で あ る

が、1963年 に はNationalAssociationofForeignStudentAffairs(全 米 留学 生 関連分 野

協会)と 改称 され る。 よ く見 る と単 にAdvisersがAffairsに 変 わ っ ただ け で は あ るが、

こ こにNAFSAの 成長 と大 きな変 化 を読 み 取 るこ とが で き る。 そ して、 この 改 称 は、 こ

れ まで言 い慣 わ して き たNAFSAと い う 「愛称 」 だけ は何 とか 残 してお きた い、 と同 じ

頭 文 字 で始 ま る言葉 を捜 して きた苦 肉の 策 であ っ た こ と も推 察 で き るの で あ る。NAFSA

は、 す で に留学 生 ア ドバ イザ ー だけ の組織 では な くな って きて い た。

50年 代 後 半 か ら次 々 とNAFSAの 根 幹 を支 え るプ ロ フェ ッシ ョナ ル ・セ ク シ ョン と呼

ば れ る国 際 教 育 に お け る分 野 別 グ ル ー プ が 組 織 さ れ る よ うに な る。 留 学 生 向 け 英 語
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(ESL)教 員 を中心 と したATESL(AdministratorsandTeachersofEnglishasaSec-

ondLanguage)、 コ ミュニ テ ィー にお い て留学 生援 助 を行 って きた主 にボ ラ ンテ ィア を中

心 と した人 々の セ クシ ョンCOMSEC(CommunitySection)、 大 学 の ア ドミッ シ ョンズ

オ フ ィ ス で 主 に留 学 生 の 入 学 審 査 を行 うプ ロフ ェ ッ シ ョナ ル のADSEC(Admissions

Section)、 そ して1970年 に は留学 生 ア ドバ イザ ー のCAFSS(CouncilsofAdvisersto

ForeignStudentsandScholars)が 設立 され る。 こ こで、NAFSAの 根 幹 と も言 うべ き

留学 生 ア ドバ イザ ー のセ クシ ョンが全 体 組織 図 の 中で特 別 の位 置 を 占め るの でな く、他 の

セ クシ ョン と対等 の位 置 に並 び置か れ た とい うこ との 意味 は大 きい とい え る。 お そ ら くこ

れ は、NAFSAが 国際 交 流教 育 に携 わ るす べ て の人 々 に 開か れ た組 織 で あ る、 とい うこ

とを宣 言 した証左 であ る と考 え る こ ともで き るの で は ないだ ろ うか。 翌1971年 には、 ア メ

リカ人 学 生 を送 り出 す 側 の 留 学 ア ドバ イ ザ ー のSECUSSA(SectiononUS.Study

Abroad)が 作 られ、 こ こにNAFSAを 実 質 的 に支 え る5つ の プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・セ ク

シ ョンのすべ てが 出揃 う こ とに な る。 こ う して、 それ ぞれ のセ クシ ョンが独 自の活発 な活

動 を始 め る こ とに よ って 、留 学 生 ア ドバ イ ザ ー だ け で な く様 々 な分 野 の 国 際 教 育 者 が

NAFSAに 加 入 して くる よ うに な った。1972年 に は、 学生 メ ンバー の グルー プ も作 られ、

留 学生 の姿 が大 会 で 見 られ るよ うにな っ たの もこの頃 か らで あ る。 実 際、筆 者 もその一 人

で あ るが 、留 学生 が何 らか の理 由 でア メ リカに定住 し自 らが 国際教 育 の仕事 に携 わ る よ う

に な る例 は 多 い。 統 計 は ないが 、か な り多 くの元留 学 生が そ の主要 な メンバー として活躍

して い る とい う事 実 も、NAFSAが い か に 多 くの 人 に 開 か れ た組 織 で あ るか とい う証 で

あ る とい って もよいで あ ろ う。 留学 生 ア ドバ イザ ー セ ク シ ョンであ るCAFSSは 、 その 設

立 と同 時 に活発 な活 動 を展 開 し、1973年 に は留 学 生学 外就 労 許可 の大 学側 へ の法 的権 限委

譲 を含 む い くつ か の重 要 な歴 史的提 言 を行 い、移 民法 留 学生 条項 に関す る法律 改正 が実 現

して い る。 こ う して、 現場 の声 を集約 し様 々な不 合理 な法律 や規 制 を改 善 して い く動 き、

ロ ビ ィー ン グ と呼 ば れ る政 治 的交 渉 の 力 をNAFSAが つ け て い っ たの も、 この70年 代 か

らであ る。

第三節 世界最大の留学生受入国に

1980年 代は、 レーガ ン政権 の下、フルブライ トプ ログラムをは じめ国際交流予算の大幅

な削減 が行われ、国際教育 に とっては厳 しい時代 となった。 しか しそ うした流れの中でも

更に多 くの、 ことにこれ までその恩恵を受けるこ との少なか った留学生、た とえば障害 を

もった学生、発展途上国か らの学生等に対 して、 アメ リカの大学 で学ぶための門戸 を開 く

努力が続け られ る。80年 代 は又、大学の学生数が減少 した時代であ り、様々な学生勧誘の

試みの一つ として海外 の国々に出かけていって、学生 を リクルー トす る動 きが本格化 した。

こうした活動 の成果は、 当時急速な経済的発展 を遂 げていたアジア諸国からの留学生急増
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という形 で実 を結んでい く。IIEの1987年 度統計 による と、 この年 までの10年 間 でア ジア

諸 国か らの留学生の数 は7万 人か ら17万 人へ と大 き く増加 している。

1988年 に創 立40周 年 を迎 えたNAFSAは 、その記念大会 をワシン トンDCで 開催 し、

3000人 を越す メンバーが参加 した。 この大会 で、全世界か らアメ リカの大学、高等教育機

関で学ぶ留学生の数 が35万 人を超 え、アメ リカが世界最大の留学生受入国になったことが

報告 され た。NAFSA自 身 も世界最大 の国際教育者組織 として 自他 ともに認 め る存在 と

な り、 この頃か ら日本のJAFSA(日 本留学生関連協議会)を 含めた世界中の国際教 育者

組織の代表の姿が、 多数全国大会 で見かけ られ るようになる。 こうして、 ある意味では世

界中の国際教育 に関わるプロフェッショナルの ロールモデル として、又前節で述べ たよう

に、大学側 が留学生 に対す る数々の法的許可権 限を委譲 されるとい う大 きな時代 の流れの

中で、プロフェッショナル として公正 な仕事 を行 う指針 としての倫理規定がつ くられ る。

「学生の権利 を守 ると同時に国際教 育者 としての 自らの名前 を汚 さない ように とい う二つ

の意図があ る」 とこの倫理綱領の冒頭には述べ られている。

1990年 には、創立以来二度 目の名称改称が、 ポー トラン ド全 国大会 で討議 される。1963

年の改称 は、前述 したようにNAFSAが 留学生 ア ドバ イザー だけの組織 ではな く、すべ

ての留学生関連の仕事 に携 わるプロフェ ッショナルの組織になってい くべ きであるという

意味を持 っていた。 しか し、 それでは まだ、留学生 「受 け入れ」分野 しか含んでお らず、

例 えばSECUSSAの よ うに、 アメ リカ人学生 を留学 に 「送 り出す」プ ロフェ ッショナル

がその中に含 まれていないことになって しまう。 したが って名称 の中にすべ ての分野 を含

む国際教育者"InternationalEducators"と いう言葉 を使 お うとい う提案が出 され、 これ

とNAFSAと いうこれまで数 十年 にわた って親 しまれて きた愛称 を残 してお きたい とい

う多 くの メンバーの思い との折衷案 として、NAFSA;AssociationofInternationalEdu-

catorsと い う名称が正式に採択 され たのである。90年 代 は、又世 界各 国か らの留学生、

留学 を目指すア メリカ人学生の間に も多様化がすすんだ時代 となった。 ソビエ トの崩壊に

よ り東欧か らの留学希望者が急増 し、又女子留学生 の数 も増大 しつづけ る。更には、留学

を目指すアメ リカ人学生 も多様化 していった。それまでの主流 は白人学生 であったのだが、

自らの先祖のルーツである国に留学 を志すマイノ リティーア メリカ人学生の数が増大 した。

こうした多様化 の波は、1994年 のマ イア ミビーチNAFSA全 国大会 に も押 し寄せ、この

年全世界78力 国か ら参加者があった、 とい う統計 に象徴的にあらわれた。1998年 には、記

念すべ き全 国大会が ワシン トンDCで 記録 的な5000人 を超す参加 者に よって開催 され、

NAFSA創 立50年 を祝 ったのであ る。
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第 二 章 プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル と して のNAFSAメ ンバ ー

第 一節NAFSAメ ンバ ー

「私は46歳 の 白人女性 です。アメ リカ市民でア メ リカ生 まれですが、国外 に5年 以上

暮 らしたこ とがあ ります。NAFSAメ ンバー になって9年 目で、過去2年 の間に4

回はNAFSA大 会 などの イベ ン トに参加 してい ます。私 は大学の国際教育部 で13年

間働 いてお り現在のオフィスに6年 間勤めていますが、少な くともこれか ら5年 間は

国際教育の仕事 を続け るつ もりでいます。現在の年収は46,600ド ルで、 自分 も含 めて

12人 が働 くオフィスでディレクターの ポジションに就いてい ます。私の大学には、全

体で11,277人 の学生が在籍 してお り、世界各地か ら787人 の留学生が学び、258人 のア

メリカ人学生が単位取得 を目指 してアメリカ国外に留学 しています。」

これは、1998-99年 に行われたメンバー 聞 き取 り調査統計 を基 に した 「平均的 なNAFSA

メンバー及び加盟大学」 のプ ロフィールである。 この調査 は過去に3回 行 われてお り、第

一 回の調査:が行 われた1989年 と99年 の調査 の問の10年 間 に、平均的 なNAFSAメ ンバー

は大学 の国際部で働 く白人女性である とい うことに大 きな変化 はないが、給与が50%以 上

あが り、国際教育の分 野で続けて働 きたい とい う人が15%も 増加 している。又、博士号の

学位 を持 っている人の割合が減 り、修士号 の学位 を持 っている人の割合が増加 している。

調査年度

項 目
1989 1994 1999

女性 60 65% 66%

白人 88% 81% 83°/a

修士号 51% 59% 61%

博士号 22% 13% 14%

5年 後も国際教育分野で働いている 67% 78% 82%

平均年収 $20,000強 $35,200 $46,598

(NAFSA電 話 聞き取 り調査による統計)

10年 前には、おそ らく教員 として講義 を持 ちなが ら国際教育の仕事 を兼任 している人が多

かったのだ ろうが、 その後国際教育 のプ ロフェ ッショナル としての専任 者が増えた という

ことは、 それだけ国際教育の重要 さが認識 されるようになって きた というこ とであ り、そ

れに伴 って給 与 な どの待 遇 も改善 されて きた とい え る。 この統 計 を見 る と筆 者 な どは

NAFSAの 中では完全に少数派 であ り、平均 的なNAFSAメ ンバー像 には当て はま らな

い部分が多いのだが、 その筆者が リー ジ ョナルチェアに選 ばれ リー ダー シップ を取 るチャ
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ンスを与え られ た とい うこ とは、NAFSAが どうい う組織で あるか とい うこ とを端的 に

あらわ していると思 う。実際、学生の多様化に伴 い、全 国 レベルでDiversity委 員会 を設

置 して、 メンバーや リーダー の多様化 を積極的 に推 し進め よ うとしてい るNAFSAに と

って、 それはあた りまえの ことの ようではあるが、やは りそこにはグループ全体 のオープ

ンで人 をサ ポー トしようとす る温か い雰 囲気が あ り、それが筆 者の よ うに 「平均 的で な

い」NAFSAメ ンバーに さえ、 リー ダー シ ップ を取 ってみ よう とい う気持 ちを起 こさせ

る最大の要 因なのではないだろうか と思 う。又、 こうした全 国規模 の大 きな組織 には 自然

と序列の ような ものが でき、 たとえば有名で留学生が多 く規模 の大 きい大学等が主導権 を

取 るといったことが起 こるのではないか と思 いがちだが、少な くとも筆者の知 る範囲では、

NAFSAは そ うした事 とは全 く無縁 であったよ うに思 う。 自分 の所属 す る大学、教 育機

関の規模や 「有名度」 あるいは 自分 の地位 な どに関わ りな く、誰で もや る気のある人が リ

ーダー に選出 される ということはNAFSA民 主主義 の原点 といって もよいであろ う
。実

際、会長 をは じめ とす る全国 レベルの運営委員 を見て も、各 リー ジョンの リー ダーだった

人ばか りであ り、「現場」つ まり国際教育 の最前線で学生や研 究者 と毎 日関わって いる人

が選 出され るとい うリーダー シ ップ発掘 ・継承 の仕組みがNAFSAの 中には しっか りと

確立 されているのである。

第二節 プロフェッシ ョナルディベ ロップメン ト

NAFSAメ ンバーが、仲 間内でお そら く最 も良 く口にす るのはプロフェ ッシ ョナ ル と

い う言葉 であろう。 ここには、単な る専門家 とい う以上の 自分 自身の仕事 に誇 りを持 った

生 き方への強 い思 いが こめ られてい る。1995年 に作 られた 「国際教育者 としてのプロフェ

ッショナル資質能力のための覚書」 によると、プロフェッショナル組織 とは、社会的に価

値のある仕事が体系的な一つの知識 に裏打 ちされて遂行 されていること、又会員制度 を持

つ組織 として機 能 し自らの倫理綱領 を遵守 して い るこ とと定義 され てい る。そ して、

NAFSAの 根幹的活動 ともい うべ きプ ロフェ ッシ ョナル ・デ ィベ ロップ メン ト、つ ま り

プ ロフェッシ ョナル としての資質 向上については、この覚書は、 その指針 を 「個々人の職
　 　 　

務 に必要 とされ る以上の知 識や技術 を向上 させ る(傍 点筆者)」 と規定 し、更には教育機

関や 国際教育分 野全体 の発展 を見据 えNAFSAを よ り優れたプ ロフェッショナル組織 に

そだてていこうとい う強い基本姿勢 を表明 している。

さて、NAFSAを その根幹 で支 え る大 きな柱 の一つ であ るプ ロフェ ッショナル ・デ ィ

ベ ロップ メン トとは、具体的 には どの ような形で実現 されているのだろうか。 まず、プ ロ

グラム を企画立案する教育研修委員会 では、現在 の ところ3つ のプログラム を実施 してい

る。 その第一はファウンデー ションズ ・ワー クショップ、第二 はプロフェ ッショナル実務

ワー クシ ョップ、第三 は トレイナー集団 である。NAFSAで は、90分 程度 で行 われ る大
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会 などでの実践発表 をセ ッシ ョン、最低 半 日長 い場合 は2日 間に もわたって集中的に行わ

れ る参加型研修の ことをワー クシ ョップ と呼んでいるが、 この第一のファウンデー ション

ズ ・ワー クショップはその名の とお り、「土台」講座 とい う意味であ り基礎 であるがゆえ

にかな り包括的な内容 を含 んでいる。これは、一定の資格審査 を経ずに例 えば留学生ア ド

バ イザー にな り、同時に移 民法関連学校担当者 として法的 な権限 までもたされた場合、誤

った知識で相談者に不利益 を与えて しまう事例 などが報告 されるようになったこ とか ら具

体的なp題 に上 るようになった。 また、移民法 など実務的 な内容の研修 に関 しては、第二

のプロフェ ッショナル実務 ワー クシ ョップが、例 えば 「初心者のための学生 ビザ関連法」

といった具体的なテーマで提供 される。第三の トレイナー集団 とは、実際に上記二つ のワ

ー クショップを指導す る講師養成プログラム、 そ してその講師 自身のネッ トワー クのこ と

である。各 リー ジョンの各プ ロフェ ッショナル ・セ クシ ョンか ら選ばれた リーダーが全米

か ら集 まり、共通 のカ リキュ ラムの もとに体系的な知識 と指導方法の研修 を受け、互いの

協力体制 を作 ってい くのである。 ここで研修 を受けた講師が中心 となって、ナ ショナルの

そ して リー ジョン大会での上記二種類 のワー クショップを組織 してい く。 こうして全米で

共通のテキス トとカリキュラム を使 い、全体 で確認 された共通の基礎知識が多 くのメンバ

ーのプ ロフェッシ ョナル としての仕事 の土台作 りに貢献 してい くのである。

第三章 リージ ョンを基礎に したNAFSA運 営体制

第一節 リーダーシップの継承

NAFSAは 、は じめ留学生 の多か った東 海岸、 こ とにニュー ヨー クを中心 に設立 され

た組織 であ る。その後留学生が全 国的に急増 し、あ る地域 を中心 にする中央集中型では組

織運営が立ち行かな くな り、1953年 か らは全米 をリー ジ ョン と呼ばれ る地域に分割運営す

ることによって、全米 を網羅するプロフェ ッショナル組織 として急速な発展 を遂 げてい く

ことになる。ナ シ ョナル運営委員会 では副会長の一人が リー ジョン担当 とな り、NAFSA

中央 と地域のパ イプが しっか りと結合 され る仕組みが作 られる。 リー ジョン代表であるチ

ェアー(委 員長)は 、基本的に任期 は一年間であるが、実際にその役割 を担 うことになる

年度の2年 前に選出され、次次期チェアー として同年に選出された他の リージ ョンのチェ

アー と共 に リー ジ ョナル ・カウンシルが構成され、定期 的に行 われる全 国レベルでの リー

ダーシップ ・トレーニング等 に参加す るよ うになる。い うなれば、これは 「同窓生ネ ット

ワー ク」であ り、実際にこの後4年 間に渡 って同じメンバーによって構成 され るこのカウ

ンシルは、各 リー ジ ョンの リー ダー シップを担 う人々の全米 をつ な ぐ相互連絡 ・サポー ト

機能 を果 たす こ とになる。2年 目に次期 チェアーになる と、 リー ジ ョンの運営機関である

リー ジョナル ・チームの メンバー とな り、大会運営等の実務に携 わるこ とになる。 こうし
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た活動 を続けなが ら3年 目にチェアー となる頃には、 リー一ダー としての経験 を積 んできて

いるため、 リー ジョンを代表す るという重責が それほ どの負担 とは感 じられな くなって く

る。 しか もチェアーの役割 を果た した翌年4年 目には、前期 チェアー として、今度はア ド

バ イザー的な役割 を持 ってチームに残留す るのであ る。 したがって、 リージ ョンのチェア

ーにな るとい うことは
、次次期チ ェアーか ら前期 チェアー までの4年 間、NAFSAの 日

常的活動 を支える仕事 に携 わるとい うこ とを意味す る。これは、 もちろん無報酬のボラン

ティア としての仕事 であるが、全 国の仲間 と共にNAFSAを 自らの手 で運営 し、 リーダ

ー としての資質 を磨 くこうした機会 は何 ものに も換 えがたい貴重な体験であるという感想

を多 くの人が持 っているのではないだろ うか。チェアー を支 える リー ジョナルチー ムに も

毎年次々 と新 しいメンバーが参加 し、 こうして、全米各地か ら次のナ ショナルレベルでの

リーダーが育 ってい く。これだけ大 きな組織であ りなが ら、形式に流れず しっか りと地に

足の着 いた運営 を全国的に行 える とい うの も、 こうした地域 そして教育現場の ことを知 り

ぬいた人々が リーダー シップ を取 っているか らであろ う。ナ ショナル レベルにおいて もリ

ー ジョン同様、次次期会長か ら始 ま り前期会長にいたるまでの コ ミッ トメン トは リー ジョ

ン と同 じであ り、次々 と各 リー ジョンか ら新 しい リー ダーが生み出され、全国 レベルでの

リーダー シップの建 設的な交代が毎年行 われてい くのである。

こうしてすべ ての人が リー ダー シップ を取ってい くことがで きるような環境作 りと機会

の提供 を保証す るため の仕組みが、NAFSAに は存在 し機能 してい る とい えるの ではな

いだろうか。 したが って、ここには有名大学の学長が、「世襲」で名 目だけの会長職 をつ

とめ るといった無意味 な形式主義 は存在 しない。おそ らくNAFSAの エネルギー は、 こ

うした組織のあ り方その ものか ら生み出されて くるのか もしれない と、筆者は 自らがこの

仕組みの中で活動 して くるこ とによって確信す るようになった。 こうした全 国的な活動 を

推 し進め るために、50数 人 とい う必要最低 限の有給職 員が ワシン トンDCのNAFSA本

部 で働 いている以外 は、ナ ショナル レベルでの運営委員 など全米で リー ダーシ ップを取 る

400人 に及ぶ ボランティアによって、 その 日常活動は運営 されてい る。又各 リー ジョンで

は、 日常の運営 を支 えるチームメンバーが平均 してそれ ぞれ20人 は活動 してお り、 これ ら

の人々 を加 える と600人 以上 に及ぶ ボランティア リー ダー によってNAFSAは 支 えられて

いるのであ る。

第 二節 リー ジ ョナ ルチ ー ム と大会 運営

前述 した リー ジ ョナ ル チー ム とは その名 の通 り、 リー ジ ョンの 運 営 を 日常 的 に支 え る

「チー ム」 で あ り
、 チ ェア ー、 書 記、 財 政 の三 役 は メ ンバー 全 員 の選 挙 で選 出 され るが、

それ以外 のチー ム メ ンバー の選 択 は基本 的 にチ ェ アー に任 され て い る。筆 者 の任期1997年

の メンバ ー は各 州 か ら選 ば れた22名 で あ り、 この チー ムが リー ジ ョン1の 運営 を行 って い
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た。新 メンバーが決 まった後チェアー として最初 に行 うこ とは、チームの顔合 わせ であろ

う。チー ム トレーニング と呼ばれるこの合宿 は、ナ ショナルレベ ルの委員や スタッフも参

加 して、その年 の リー ジ ョン全体の運営方針や大会運営などの重要決定 を行 う大切 な集 ま

りである。ナ ショナルレベ ルの委員 も全米運営委貝会 を代表 してきてはいるが、 もともと

はどこかの リー ジョンで リー ダー シップ を取った経験のある人であ り、 こちらの話す 内容

を良 く理解 し適切 なア ドバ イスをして くれる存在である。 チー ムメンバーの任期は普通2

年 であ り、半数は新 しいメンバーであ り残 りの半数 は前年か らの継続である。 こうして新

しい息吹が毎年チームに吹 き込 まれ ると同時に、 しっか りした継続体制 そして全国 レベル

との連携 も組織的に とられている とい うところがNAFSA運 営の真骨頂であろ う。

この3月 に行 われるチー ム トレーニングで、全体 の運営方針以外で もっ とも時間を費や

す議題 は、 リー ジョナル ・コンファレンスであろ う。 これは、年に一回 リー ジョンのすべ

てのメンバーが集 まる大会 であ り、研究発表、活動報告、展示、ワー クショップな どの研

修 、移 民局 スタッフな どとのフォー ラム、ナシ ョナル レベル役貝 との タウン ・ミー ティン

グ、各プ ロフェッショナル ・セ クシ ョンの全体会 、各州 ご との総会、新 メンバーのための

オ リエ ンテー ション、 そ して何 よ りも日常的に会 うこ とができない リー ジョンの仲 間達 と

の交流 を深め る場所であ り、一年間の活動の集大成 とい ってもよいであろう。チーム トレ

ーニングが終 わると、5月 末には本格的な大会の準備が始動す る。 リー ジョン全体 か ら募

集 した実践 ・研究発表セ ッションのプロポーザルが まとめ られスケジュール調整が行 われ

る。 こうして、最終プ ログラムを決定す るのもチェアーの大切 な仕事 である。8月 末には

プログラム作成が終 わ り、大会案内がすべ ての リー ジョンメンバー に郵送 される。 この間、

プロフェ ッショナルディベ ロップ メン トの一環 としての新 メンバー大会参加援助金 の選定、

会場側 との打ち合わせ、講演者の選定 ・依頼、様 々なア クティビティー の企画準備 といっ

た雑事 を片付 けてい るうちに9月 には参加 申込書が続々 と到着 しは じめ る。 この頃には予

定 した参加者数、 ホテルへ の宿泊者数 と実数 がなるべ く近づ くこ とを願 いなが らまとめの

時期 に入 る。普通10月 に行 われ るこの大会では、次次期 チェアー を含めた三役 の選挙が行

われ新 しい リー ジョンの リーダーが誕生 してい くのである。

終章'NAFSA50年 の歴 史 か ら学ぶ

NAFSA50年 の歴史 を振 り返ってみ ると、 その メンバーや組織の規模 が年 をお うごとに

急速に拡大 して きたに も関わらず、組織運営 の リー ジ ョンへ の分権化や グラスルー ツか ら

の組織作 り、更にそれが分散化 に向か うのでな く全国的に統一 した動 きを行 うための有機

的連携 を作 り出 して きたこ とに注 目すべ きだろ うと思 う。NAFSAか ら学 ぶべ き最 も大

切 なこ とは、序論の タイ トルでもある 「大 き くて小 さな組織」作 りではないか と思 う。一
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人一人の顔が見えて くるようなそれぞれの地域 に根 を下 ろした日常的活動が、全 国的な国

際教育政策に直接関わ るような、大 きな動 きとして拡が ってい くためのシステム作 り、そ

の キー ポイン トの第一 は リー ダー シ ップの発掘 と継承 にあ るこ とは疑いない。 「誰 で もが

リーダー になれ る組織」 とい うのは口で言 うほど簡単 なことではない。 グラスルーツレベ

ルで、絶 えず新 しい メンバーへの 「呼びかけ」が行 われ ることに よって リーダーが発掘 さ

れ、 リー ジ ョンの活動 に関わ りチーム メンバー とな り、やがてはナシ ョナル レベルの リー

ダー として成長 してい く。 そ して、その任期が終 わると次々 と新 しい リー ダーへの仕事の

継承が行 われてい く。 しか し、人が変 わることによってそれ まで組織 として積み上 げて き

た ものが失われず継承 されてい くためには、 その継承 のシステムが組織 内に確立 されてい

なければ ならない。 そしてその仕組みの一端は、例 えば前述 した次次期 チェアーか ら始 ま

り前期チ ェアー までの4年 間の コミッ トメン トと、その各年の役割の変化の中にはっき り

と見て とることができる。 しか も定期的に提出 し保管 され るレポー トによって、引継 ぎは

きちん と文書 として残 されてい くのであ る。 こうして リーダー シップの絶え ざる発展的交

代が行われてい く結果 として、 メンバーの多 くは過去に何 らかの形で運営に関わったこと

があ る人々 とな り、あ る意味ではNAFSAと は 「誰で もが一度は リー ダーであった組織」

とい うことも言えるのではないだろ うか。

もう一つのキー ポイン トは、その活動 の中心 を リー ジョンにおいているこ とであろう。

これだけ大 きな組織 になって も、その グラスルーツか らの発想 を大切に してい るとい うこ

とは、NAFSAの 誇 るべ き特長 と言 って もよいの ではないだろ うか。 したが って、ナ シ

ョナル運営機 関は 「上部組織」ではな く、 リー ジョンの相互連絡 ・サ ポー トとしての機能

をその第一の 目的 としてい ると見 ることもで きる。確 かに全 国大会 を例 に とってみて も、

その大規模 で華やか な舞台を裏側か ら眺めて見 ると、そこでは各 リー ジョンで実際に運営

を担 っているメンバー達 が、他 の リー ジ ョンで同 じ仕事 をしている人たち と連絡 を取 り合

い、意見交換 を行 う集 まりが繁雑に行 われてい る姿が見 えて くる。各地域で問題 になって

い るこ とが全 国的 な問題 であ り、NAFSA全 体 として取 り組 まな くてはな らない とい う

こともこ うした場 で明 らかになって くるのであ る。 したがって中央か ら地域 に何かの 「指

令」がお りるといった感覚はな く、地域か ら提案 されたことが全国的な動 きを必要 とした

場合 に地殻変動 を起 こす ような感覚 で動 きだ し、結果 としてその全 国組織 としての強みが

発揮 され るといったほ うが現実 を正確 にあらわ しているといえ るだろ う。法律改正にまで

圧倒 的な影響力 を与えるよ うな地 に付 いた政治力 を支 え る底力 は、そ うしたNAFSAス

タイルに よって生み出され るのか もしれない。

NAFSAか ら学ぶべ きことの第二点は、 その仕事 あ るいは 自らのあ りかた をプ ロフェ

ッシ ョナルであ るとし、それ を極め ようとす る厳 しい姿勢 とその資質 を高め るためのプ ロ

フェッショナルディベ ロップ メン トを、一つの継続す る組織的運動 として実行 しているこ
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とであろ う。更には自らの倫理綱領 を作 り、その実践的 な質 を客観 的に検証す る内的努力

を行 っているとい う点 も大切 なこ とだろうと思 う。普通、こ うした動 きは 「資格」設定 な

どを行 い、プロになるために厳 しい試験 を受け、 それに合格す るこ とを目標 とする といっ

た発想がす ぐ浮かぶのだが、NAFSAに お いては、 この資格 プ ログラムは一連のプ ロフ

ェ ッショナル ・ディベ ロップ メン トの一番最後 に課題 に上 って きた、 とい う事実 は興味深

い。 まず、国際教育分 野で必要 とされる知識 と経験 を少 しで も多 くの現場 で働 く人々が共

有 できる 「場」 としてのファウンデー ションズ ・ワー クショップが整備 された。 これ らは、

全 国各地域で行われている様 々な学習会 の集大成 として徐々に完成 していったものである

が、 これ も前述 したような全 国的な横のつなが りが密 でなければ不可能であったであろ う。

この横 のつ なが りを制 度化 した ものが、 トレイナー部 隊(Trainers'Corps)で あ る。

NAFSAに は海 外 協 力 平和 部 隊(PeaceCorps)経 験 の あ る メ ンバ ー が 多 く、 コア

(Corps)と いう呼 び名 もそ うした ところか らつけ られた もの と思われ るが、 この名称に

も象徴的に見 るこ とので きるNAFSAの プ ロフェ ッショナルに対す る考 え方は、 その場

で必要 とされることをその場に実際に行 って供給す る、 とい う徹底 した 「現場」主義であ

り、形式は絶 えず後か ら整備 されて きたと言 える。 また、一部の専門家 を作 り出すのでは

な く、一人で も多 くのプロ意識を もった仲 間をあらゆる地域か ら掘 り起 こす ために、予算

が足 りずに大会や研修会 などに参加 できないメンバー のために援助金制度 を設けてお り、

一人で も多 くの人が
、プロフェ ッショナルディベ ロップ メン トの恩恵にあずか るこ とがで

きるよう心 を配 っている。 こうして、新 しいメンバーが 自分の地域にいなが ら、国際教育

のプ ロフェッシ ョナル として全国にそ して世界につなが ってい くための土壌が作 られてい

くのである。

筆者 自身 もこ うした大 きな動 きの中で、現場か ら 「発掘 され」 「参加 し」「リーダー シッ

プを とり」、新 しい仲 間を 「発掘 し」、 そして次 に続 くリーダーに仕事 を 「継承」す ること

に よって、 ささやかなが らNAFSAの 歴 史創 りに参加 で きた ことを今では本 当に幸せ に

思 って いる。ア メ リカの国際教育 の内部 に深 く関わ って きた もの として、 このNAFSA

での体験 を、こ うして少 しつ つ筆者の生 まれ育 った 日本 でも分 かち合 いたい と願 っている。

今 回こうした形でその まとめの一部 を発表す ることになったが、これがある意味では、国

際教育 に全身で関わったアメ リカ生活後半の総括 であ るとも思 ってい る。又、 この論文が、

今 日本 の真の国際化 を目指 して現場 で 日々困難な状況に立ち向かってい る国際教育 に携 わ

るすべ ての人々 そしてその組織に とって、多少な りとも参考 にな りそして意味のあるもの

になれば と願 っている。
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